




























































































































































































 そこで, 露出根面に対する歯肉の再付蒼に関して, 口腔内細菌およびその産生物などがどのよう
 な影響をおよぼしているかを観察するため, 無菌飼育および普通飼育ラットを用いて次の実験を行
 った。
 ラッ トの下顎第1臼歯歯頸部に小型 ゴム 輪による持続的圧迫刺激を一定期間加えて歯周ポケット
 を形成したのち, ゴム輪を除去 し, 除去当蒙と除去後2日, 4日, 1週, 2週, 嬢週, 8週の歯周
 緯織における, 露出根面に慰する歯肉再付着の状態と上皮付着振尖側端の位置, 歯槽骨の高さなど
 の関連について病理組織学的に比較観察 し, 次の結論を得た。
 i, ゴム輪装着2週観 (除去当日) において, 無菌飼育および普通飼育の爾群に歯周ポケッ トが
 形成された。
 2. このようにして作られた歯周ポケット (上皮付着の根尖側移動離離) のゴム輪除去当日にお
 ける深さは, 普通飼育群が無菌飼育群より深く, 約 1. 5倍であった。
 3. 歯周ポケット周囲の組織学的変化は, 無菌飼育群では, 上皮の希薄化, 歯根膜線維の硝子化
 と線維走向の乱れであ り, 普通飼育群では・ 上皮の潰瘍形成または肥厚, ポケット内壁から歯根膜
 線維までに広がる円形細胞浸潤, 毛細血管の増殖と拡張および歯根膜線維の一部消失な どであった。
 4. 歯槽骨の吸収は, 無薦飼畜群および普通飼育群にゴム輪除去嘉日で認められ, その程度は普
 通飼育群の方が大であった。
 5. 上皮付着根尖側端の位置の変化は, 無菌飼育群では, ゴム輪除去後に歯冠側に移動して お
 り, 再付着が起きていたことを示していた。 これはとくに近心部で著明であった。 普通飼育群で
 は, ゴム輪除去後にも上皮付着根尖側端は近心部 で経時的に根尖側に移動 してお り, 遠心部では観
 察期間中にあまり変化は見 られなかった。
 6. 歯槽骨の高さの変化は, 無菌飼育群においては, ゴム輪除去後にもほとんど認められなかっ
 た。 普通飼育群においては, 近心部では, 吸収により経時的に低下していた。 しかし遠心部での経
 時的 変化は明 らか ではなかった。
 7. 無菌飼育群における再付蒼の様相は, 近心部と遠心部では異なり, 近心部では, セメント質
 吸収を伴うことが多く, コラーゲン線維は歯面とほぼ平行に付着 していた。 遠心部で見 られた再付
 着は, コラーゲン線維は歯面に垂直に付着 している例が多く観察された。




 限局 した歯周ポケットが存在する症例において, その部位に食片圧入があった り, あるいは歯冠
 修復物・補綴物などの不適合辺縁部が歯肉を持続的に圧迫している例は頻々 見うけ られる。 し か
 し, ポケッ ト形成の原因として機械的刺激の効果とそこに生活する細菌群の効果とを分離して検索
 した報告は少ない。
 本論文は, 機械的刺激で歯周ポケットが形成される過程, および刺激除去後にみられる歯肉の再
 付着過程を無菌飼育ラッ ト (GF) と普通飼育ラット (CV) を用 いて病理組織学的に比較・検討し
 たものであり, 歯周組織の破壊と修復に及ぼす綴菌群の影響を明らかに することを 目的としてい
 る。
 歯に持続的な機械刺激を与える方法として本研究では小型 ゴム輪を下顎第1小臼歯に2週間装着
 する方法を採ってお り, 観察は ゴム輪除去の当日には じ豪 り, 最長8週間に迄およんでい る。
 得 られた結果は以下の通りであ る。
 1. GF, CV の両群ともゴム輪の装着で歯周ポケットが形成された。
 2. CV 群の歯周ポケットは GF 群のそれより約 1.5 借深かった。
 3. GF 群のポケット周囲では, 上皮の希薄化, 歯根膜線維の硝子化, 走行の乱れなどが認めら
 れ, CV 群 では潰瘍形成あるいは上皮の肥厚, 円形細胞浸潤, 毛細血管の増殖・拡張, 歯根膜線
 維の一部消失な どがみ られた0
 4. 歯槽骨の吸収は (}F より CV で著墾であった。
 5. 上皮付着の根尖側端はゴム輪除去直後の GF で歯冠側に移動していた。 しかし CV 群の近心
 面では ゴム輪除虫後も時間とともに根尖側に移動 した。
 6. 歯槽骨の高さはほとんど変化せず, CV 群の近心部で経時的に低下 したのを観察したのみであ
 つた0
 7. GF 群の近心部ではセメント質吸収を伴い, コラーゲン線維が歯面と平行な再付着像が得 られ
 た。 遠心部ではコラーゲン線維が歯面に垂直につく例がみ られた。
 8. 露鎖した歯根面に歯肉が再付着するとき細菌, およびその分離産物は強い影響を与える。
 以上, 本研究は歯周ポケット形成のメカニズムを調べ, 機械的刺激のみの効果と細菌群の効果が
 それに加わった時の病像を詳綴に比較・検討し, 新知菟を記述しており, 歯周治療学に寄与する功
 績は大きい。 よって学位授与に値するものと認める。
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